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町
で
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
「
自
然

と
共
生
す
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
積

極
的
に
推
進
し
て
も
ら
う
た
め
、
設
置
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
金
の
交
付
対
象
者

❶
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

町
内
に
所
在
す
る
自
己
の
居
住
用
住
宅

と
し
て
使
用
さ
れ
、
ま
た
は
使
用
さ
れ
る

予
定
の
建
築
物
の
電
力
と
し
て
、
対
象
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
で
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
人
。

❷
太
陽
熱
温
水
器
、太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

　

自
己
が
所
有
し
居
住
す
る
町
内
の
住
宅

に
対
象
機
器
を
設
置
す
る
人
、
ま
た
は
対

象
機
器
を
設
置
し
た
住
宅
を
購
入
す
る
人

で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
。

■
補
助
対
象
機
器
・
補
助
金
の
額

❶
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

１
件
当
た
り
５
万
円
定
額

❷
太
陽
熱
温
水
器
、太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

　

温
水
器
ま
た
は
利
用
シ
ス
テ
ム
の
設
置

費
用
の
５
分
の
１
の
額（
限
度
額
５
万
円
）

■
注
意
事
項　

　

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
設
置
ま
た

は
購
入
前
の
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

補
助
金
の
交
付
は
、
予
算
の
範
囲
内

（
補
正
予
算
を
含
む
）で
行
い
ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
都
市
型
水
害
の
軽
減
と
地
下

水
の
か
ん
養
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
雨
水
浸
透

桝
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
交
付
対
象
者

○
菊
陽
町
の
住
宅
な
ど（
新
築
・
既
存
）

に
雨
水
浸
透
桝
を
設
置
す
る
土
地
の
所

有
者
ま
た
は
使
用
者（
建
築
主
）

○
補
助
要
件
に
適
合
す
る
雨
水
浸
透
桝
が

設
置
さ
れ
た
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
住

宅
購
入
者

■
補
助
額　
１
基
あ
た
り
１
６
，
０
０
０
円

　
　
　
　

  （
上
限
４
基
６
４
，０
０
０
円
）

■
補
助
要
件（
構
造
な
ど
）

○
雨
ど
い
か
ら
接
続
す
る
こ
と（
雨
水
以

外
の
流
入
が
あ
れ
ば
補
助
対
象
外
）

○「
雨
水
浸
透
桝
標
準
布
設
構
造
図
」に
適

合
す
る
こ
と（
標
準
布
設
構
造
図
以
上

の
機
能
を
有
す
る
も
の
を
含
む
）

■
注
意
事
項

　

交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、設
置
ま
た

は
購
入
前
の
事
前
手
続
き
が
必
要
で
す
。

補
助
金
の
交
付
は
、
予
算
の
範
囲
内（
補

正
予
算
を
含
む
）で
行
い
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　町民の皆さんを対象に、緑のカーテン講座を行い
ます。この講座は、緑のカーテンについての理解を
深め、各家庭での取り組みを学び、実践する講座で
す。参加者にはゴーヤの苗と肥料を配布します。参
加を希望する人は、右の講座実施施設へお申し込み
ください。皆さんの参加をお待ちしています。

▼定　員　各施設30人程度

▼申込先　各講座実施施設

緑のカーテン講座を行います 講座実施施設と日程

緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
ゴ
ー
ヤ
や
ヘ
チ
マ
な
ど
の
つ
る
性
の
植
物
で
、
建
物
や
窓
へ
の

直
射
日
光
を
遮
り
室
温
を
下
げ
る
地
球
に
や
さ
し
い
自
然
の
カ
ー
テ
ン
で
す
。
別
名

を
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
、
ゴ
ー
ヤ
で
作
れ
ば
ゴ
ー
ヤ
カ
ー
テ
ン
と
も
い
い
ま
す
。

今
年
の
夏
は
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
で
涼
し
い
夏
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
涼
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い
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な
ぜ
、
植
物
が
効
果
的
な
の
か
。
そ
れ

は
、
太
陽
か
ら
の
熱
を
遮
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
葉
か
ら
の
水
分
の
蒸
散
・
冷
却
作

用
に
よ
り
窓
辺
な
ど
に
涼
し
い
空
間
を
作

り
出
す
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
、
見
た
目
に

も
涼
し
い
印
象
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

結
果
と
し
て
、
室
温
が
下
が
り
エ
ア
コ

ン
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
低
下
し
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
こ
ん
な
効
果
が
！

○
冷
房
が
強
く
な
く
て
す
み
、
体
が
冷
え

す
ぎ
ず
、
健
康
的
。

○
電
気
代
が
節
約
で
き
、
家
計
に
や
さ
し

い
。

○
二
酸
化
炭
素
の
削
減
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
参
加
意
識
で
気
分
が
充
実
。

○
子
ど
も
の
環
境
問
題
に
対
す
る
教
育
に

も
大
き
く
役
立
つ
。

○
目
隠
し
に
も
な
り
、
窓
や
カ
ー
テ
ン
を

開
け
た
と
き
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保

さ
れ
る
。

○
実
物（
特
に
ゴ
ー
ヤ
）が
収
穫
で
き
、
お

い
し
く
体
に
良
い
。

○
生
ゴ
ミ
の
堆
肥
化
で
、
ゴ
ミ
の
減
量
化

が
進
む
。

○
話
題
性
が
あ
り
、
人
と
の
触
れ
合
い
が

広
が
る
。

町
の
取
り
組
み
の
効
果

　

町
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
ゴ
ー
ヤ
の
苗
と
堆

肥
で
、
役
場
庁
舎
な
ど
23
の
公
共
施
設
で

緑
の（
ゴ
ー
ヤ
）カ
ー
テ
ン
の
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全
て
の
施
設
で
葉
は

青
々
と
茂
り
、
例
年
に
比
べ
涼
し
く
夏
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
涼
し
く
過
ご
せ
た
だ
け
で
な
く
、

た
く
さ
ん
の
ゴ
ー
ヤ
が
立
派
な
実
を
つ
け

ま
し
た
。
役
場
庁
舎
に
実
っ
た
ゴ
ー
ヤ
は

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
供
し
、
ゴ
ー
ヤ

入
り
の
弁
当
が
高
齢
者
宅
へ
届
け
ら
れ
ま

し
た
。

都
市
型
水
害
の
軽
減
と
地
下
水
の
か
ん
養
の
た
め

ま
す

※参加者にはゴーヤの苗と肥料を配布します（数量に限りがあります）

講座実施施設名 実施日 時間 電話番号
中央公民館
南部町民センター
三里木町民センター
西部町民センター
ふれあいの森研修セ
ンター
東部町民センター

5 / 7（月）
5 / 7（月）
5 / 8（火）
5 / 8（火）

5 / 9（水）

5 / 9（水）

☎232‒2116
☎292‒3200
☎232‒5536
☎338‒3443

☎233‒1080

☎232‒3803
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　熊本県は、県民の生活と経済活動
を支える地域共有の貴重な資源であ
る地下水の水質・水量を、事業者・
県民・行政の協働により保全するた
め、地下水保全条例を改正しました。
　主な改正点は次のとおりです。
❶地下水を「公共水」として位置付
け
❷対象化学物質の使用の抑制などを
規定
❸水質事故時の公表を規定
❹対象事業場などの施設の定期点検・
整備を規定
❺硝酸性窒素等汚染対策の推進を規
定
❻一定規模（重点地域：揚水機吐出
口断面積が19c㎡（直径約５㎝）
超（熊本地域＝熊本市、菊陽町他
が指定予定））、重点地域以外の地
域：同125c㎡（直径約12.6㎝）超
以上の地下水採取に対する許可制
の導入
❼重点地域内での自噴井戸による地
下水採取に対する届出制の導入
❽地下水採取の届出期限の延長（７
日前→30日前）
❾許可対象者に節水の取り組みを求
めるなど地下水の合理的な使用を
規定
10許可対象者に採取量に応じたかん
養対策を求めることなどを規定
11地下水採取の許可制導入などに伴
い罰則規定を追加

　❶～❺の項目は４月１日から施行、
❻～11の項目は、10月１日からの
施行が予定されています。
　条例改正に伴う具体的な手続きな
どは、今後、熊本県が説明会などを
開催する予定です。

■問い合わせ
　県環境立県推進課　
　☎（333）2272

貴重な地下水を保全するため

「熊本県地下水保全条例」
が改正されました
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ま
す

ま
す

ま
す

ま
す

　昨年町の緑のカーテン講座に参加
し、わが家でもゴーヤカーテンに取
り組みました。思っていたよりも簡
単に育てることができ、毎日ゴーヤ
が成長していくのが楽しみでした。
　また、ゴーヤへの水やりは雨水を
ためて利用したり、肥料は落ち葉を
堆肥化させて利用したりと、環境に
対する意識も高まりました。
　皆さんもゴーヤカーテンを作って
みませんか。

村田　准一さん
（宮ノ上）


